


ハイビジョン、ＤＶＤ、Ｄ－ＶＨＳ、ＤＶＣ、デジタルＢＳ、デジタルＣＳ ─。 

これまでの常識を遙かに凌ぐ高画質・高音質なソースがぞくぞくと登場しているいま、 

私たちはＡＶセレクターの先進性とクオリティに注目すべきだと考えます。 

ＪＸ－Ｓ７７７。新デジタル世紀を象徴する最新鋭ＡＶ機器へのフレキシブルな対応。 

ハイグレードモデルにふさわしい高純度な伝送能力。そして、多彩なダビング機能。 

ますます面白くなる映像と音の世界を、余すところなく堪能するために、いよいよデビューです。 



最新鋭デジタルＡＶ機器が再現する、 
美しい映像と音の世界を愉しみ尽くしたい。 
ＪＸ－Ｓ７７７は、そんな熱い要求に対するビクターの回答です。広帯域１３ＭＨｚの高性能ビデオアンプ・水平

解像度１０００本以上という最高水準のスペックをベースに、今後のＡＶライフに欠かせないＤＶ（ｉ.ＬＩＮＫ）

端子、光デジタル端子、コンポーネント映像端子などを搭載した最新鋭デジタル機器に幅広く対応。また、

アナログ機器では合計７台のマルチダビングや２系統のパラレルダビング。ＤＶ（ｉ.ＬＩＮＫ）端子搭載機器間

の相互デジタルダビングに至るまで、オーナーの用途に応じた多彩な機能がシンプルにオペレートできます。

オーディオ＆ビジュアルを知り尽くしたビクターのテクノロジーが、ＡＶセレクターをここまで進化させました。 



ＪＸ－Ｓ７７７ブロックダイヤグラム 

■多彩な最新鋭デジタルＡＶ機器にワイド対応 
かつて、アナログレコードがＣＤへと大変革を遂
げたように、映像の世界もいよいよデジタルが全
盛の時代へ。多彩な最新デジタル機器への対
応は、今後、ＡＶセレクターを選択するうえでの第
一条件といえます。ＪＸ－Ｓ７７７ではＳ映像（Ｓ１
／Ｓ２対応）をはじめ、ＤＶ（ｉ.ＬＩＮＫ）、コンポーネ
ント映像、光デジタルといった最新規格端子をサ
ポート。ＤＶＤ、Ｄ－ＶＨＳ、デジタルＣＳチューナー

はもちろん、デジタルＢＳ放
送用デコーダーといった
今後登場するデジタルＡ
Ｖ機器にも柔軟に対応で
きます。また、周波数帯域
１３ＭＨｚにもおよぶ高性
能ビデオアンプの搭載に
より、水平解像度１０００本
を実現。デジタル信号を
伝えきるための基本性能
を徹底して磨き上げた結

果、デジタル映像の繊細な
ニュアンスまで忠実に伝送・
再現できます。 

※DV信号、コンポーネント映像信号、
光デジタル信号間での相互変換や、
それぞれをアナログ信号へ変換す
ることはできません。（ＤＶ機器など
の信号をテレビでご覧になる場合は、DV（ｉ.ＬＩＮＫ）ケーブルの
他に映像/音声ケーブルを別途接続する必要があります） 
※ i.LINKは、国際標準規格「IEEE1394-1995」およびその拡
張仕様を示す呼称です。 
※ i.LINKと i.LINKロゴ「　」はソニー株式会社の商標です。 

■２系統のコンポーネント映像入力/光角型入力端子 

Ｙ/Ｃｂ/ＣｒとＹ/Ｐｂ/Ｐｒのいずれにも対応できる
コンポーネント映像入力端子と、光角型（光デジ
タル音声入力）端子をそれぞれ２系統搭載。こ
れらの端子にＤＶＤやデジタルＣＳチューナーな
どを接続し、コンポーネント端子付のテレビ、ＡＶア
ンプなどに出力すれば、高画質・高音質のホー
ムシアターが存分に楽しめます。 
■３ラインデジタルＹ/Ｃ分離、Ｙ/Ｃ 混合回路 

ＶＨＳビデオなどから出力されたコンポジットＶ信

号をＳ映像信号に変換できる、３ラインデジタルＹ
／Ｃ（輝度信号/色信号）分離回路を搭載。先
進のデジタル変換技術が誕生させた３ラインデジ
タルコムフィルターにより、Ｖ信号をドット妨害や色
ダレの少ない高品位Ｓ映像信号へ変換できます。
また、逆にＳ映像端子から出力されたセパレート
信号を合成し、Ｖ信号に変換するＹ/Ｃ混合も可能。
Ｓ入力もＶ入力も、つねにＳ端子とＶ端子の両方
から出力されるので、Ｓ映像端子の無いビデオ
デッキからＳ映像端子付きビデオデッキへのテー
プダビングや、Ｓ映像をコンポジット入力のみ対応
のテレビで視聴するなど、お手持ちのシステム機
器を生かした活用が可能です。 
 
 
 
 
 
 
※SとVの両方の入力コードが、S優先のテレビやビデオなどに接
続されている場合は自動的にS入力となります。 

■デジタルソース対応・高音質オーディオ設計 

音声回路はビデオ系基板から独立。電源回路
も独立させることで、ビデオ系との干渉を最小限
にセーブするなど、音声のクオリティに対する徹
底したこだわりもＪＸ－Ｓ７７７の大きな特長。また、
アンプ回路に高Ｓ／Ｎ、低歪率、広帯域パーツを
採用することで、ＣＤやＭＤといったデジタルソー
スのピュアなアウトプットが可能です。 
■Ｓ１/Ｓ２（Ｓビデオ信号入出力）自動検出 

Ｓ映像信号の入出力時には、Ｓ１映像信号（１６：
９ワイド画面）とＳ２映像信号（ワイドクリアビジョン
放送）を自動検出。信号に合わせて画面信号
を選択します。今後ますます増加するワイド信号
にも柔軟に対応します。 
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コンポーネント映像信号 

S映像信号 

S映像 

コンポーネント 
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INPUT 
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映像／S映像 

オーディオ信号(A系)

S映像信号(A系)

映像信号(A系)

オーディオ信号 

プロセッサー入出力 
(ビデオ／オーディオ) 

(フロント)

S映像信号 
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DV3

出力1

出力2

出力4

オーディオ出力 

オーディオ 

映像／S映像 

オーディオ 

S映像 

モニター出力1

出力5

出力6

モニター出力2

DV入出力 

出力切換回路 
 
 

INHIBIT

モニター出力 
切換回路 
 
 

MONITOR 
SELECT

DV切換回路 

PHYレイヤー･ 
トランシーバー 

 
 
 

プロセッサー 
切換回路 

Y/C混合回路 

映像信号 
S/V切換回路 

B系統 

A系統 

Y/C 
分離回路 

Y/C 
混合回路 

S/V切換回路 

ＤＶ（i.LINK）入出力端子 

デジタルコムフィルターを 
使用しない従来の画面 

デジタルコムフィルターを 
使用した画面 



■業界初。DV（i.LINK）３系統デジタル 

　相互ダビングに対応 

ＪＸ－Ｓ７７７には、ＤＶＣ（デジタルビデオカメラ）
やＤ－ＶＨＳ（デジタルビデオデッキ）、ＤＶキャプ
チャーボード搭載パソコンなど、合計３台のＤＶ（ｉ.
ＬＩＮＫ）端子搭載機器が接続可能です（リア×
２系統、フロント×１系統）。使用する機器をフロ
ントのＤＶセレクトボタンで選択するだけで、ＤＶＣ
３台間での相互デジタルダビング、２台のＤ－ＶＨ
Ｓへのマルチデジタルダビングなどが容易に行え
ます。また、新開発ＤＶレイヤーレシーバーチップ
の採用により、劣化のないＤＶ映像の入出力が
可能です。 
※Ｄ－ＶＨＳビデオやデジタルＣＳチューナーに搭載されているＤ
Ｖ（ｉ．ＬＩＮＫ）端子とＤＶＣやデジタルビデオに搭載されているＤＶ（ｉ．
ＬＩＮＫ）端子ではデジタルデータの圧縮方法が異なるため、デジタ
ルデータの相互のやりとり、ダビングは行えません。 

■マルチダビング＆パラレルダビングモード 

ダビング系出力端子はＯＵＴＰＵＴ １  ２  ４  ５  ６ 
およびＭＯＮＩＴＯＲ ＯＵＴ １  ２ と、十分な数を確 
保。これにより、大量ダビング時に便利な最大７
台のマルチダビングが可能です。さらに、パラレ

ルダビングモードを選択すると２つの独立した信
号系統（Ａ系統/Ｂ系統）が設定できます。２種
類の映像ソフトを並行してダビングしたり、１つの
映像ソフトをダビングしながら他の映像ソースをテ
レビで鑑賞するなど、独立した２系統の動作が同
時に行えます。 
■フロント端子 

フロントマスク下のシーリングドア内には、Ｖ・Ｓ・オ
ーディオ入力端子を各１系統。プロセッサー入出
力が可能なＶ・Ｓ・オーディオ端子を各１系統。さ
らに、ＤＶ（ｉ.ＬＩＮＫ）入出力端子を１系統と、充

実の端子群を装備。ビデオカメラやＤＶＣ、各種
プロセッサーなどを一時的に接続して編集する
際などに、快適に作業が行えます。 
■プロセッサーダビング機能 

シーリングドア内に、ビデオ画像にタイトルや画像
処理、音声エフェクトを加えたい場合に便利なプ
ロセッサー入出力端子※を装備。タイトラーやオー
ディオミキサーなどをプロセッサー入出力端子に
接続し、プロセッサーボタンで“ＰＲＯＣＥＳＳＯＲ 
ＶＩＤＥＯ”または“ＰＲＯＣＥＳＳＯＲ ＡＵＤＩＯ”
のモードを選択するだけで、つなぎ替えることなく
各種プロセッサー機器が介され、録画・録音側
の機器に機能が反映されます。 
※プロセッサー出力端子では、Ｙ/Ｃ分離、Ｙ/Ｃ ＭＩＸ回路は使用で
きません。 
 

 

 

 

 

 

■モニターセレクト機能 

パラレルダビングモード時に、モニター出力信号
のＡ系統/Ｂ系統を切り換えられるモニターセレ
クト機能を搭載。２系統の異なる映像ソースをモ
ニターチェックできます。 

デジタル相互ダビング例 

D-VHSビデオ 

D-VHSビデオ 

デジタル 
CSチューナー 

（DV端子 1 ） （DV端子 2 ） 

（DV端子 3 ） ※DVセレクトボタンで
選択されたDV端子  
　1  3 のデジタル相
互ダビング例 

※DVセレクトボタンでDV端子 
1 2 3 を選択し、DV端子 
3 を再生。 1 2 にマルチダ
ビングしている例 

マルチデジタルダビング例 

デジタルビデオ デジタルビデオ 

 再生 
（DV端子 3 ） 

 録画 
（DV端子 1 ） 

 録画 
（DV端子 2 ） 

パラレルダビング例 

パラレルダビング時 A系統 入力：INPUT 1 ～ 7　出力：OUTPUT 1   2   4   5 
B系統※入力：INPUT 8（固定）　出力：OUTPUT 6（固定） 

S-VHS 再生 1

S-VHS 録画 2

S-VHS 録画 5

S-VHS 録画 4

S-VHS 録画 6

S-VHS 再生 8

モニター 

※ B系統ではプロセッサダビング、Y/C分離回路は使用できません。 

マルチダビング例 

入力：INPUT  1 ～ 8 
出力：OUTPUT 1  2  4  5  6  /MONITOR OUT 1  2

S-VHS 録画 6

S-VHS 再生 1

S-VHS 録画 5

S-VHS 録画 4

S-VHS 録画 
MONITOR 1 

S-VHS 録画 2

S-VHS 録画 
MONITOR 2 



■ＩＮＨＩＢＩＴ 

再生側のビデオ出力信号（映像/音声）を自己
チャンネルに送り返すことをＩＮＨＩＢＩＴ（禁止）
する機能です。入力端子と同じ番号の出力端
子への信号（映像/音声）をミュートし、ループ発
振を防止します。また、必要があればＩＮＨＩＢＩＴ（禁
止）を解除し、出力系統数を増加することも可能
です。 
■ロック機能 

ダビング中などに、誤ってフロントボタンやリモコン
ボタンを操作しても命令を受け付けないロック機
能を搭載。ロック中はモニターセレクトおよびロッ
クボタン以外の操作ボタンを無効にし、誤操作を
防止します。 

■パワーイニシャル機能 

ＪＸ－Ｓ７７７をオーディオタ
イマーやビデオなどのＡＣ
連動コンセントで電源を供
給した時の初期動作状
態を設定できる、パワーイ
ニシャル機能を搭載して
います。 
 

 

 

 

 

 

 

■ラストモードメモリー 

スタンバイ状態時にパワーを入れると、パワーオ
フにした時の直前の動作状態で立ち上がる、ラ
ストモードメモリー機能を搭載しています。 

■専用赤外線リモコン（付属） 

ＪＸ－Ｓ７７７のほぼ全ての
ファンクションを遠隔操作
できる、赤外線リモコンを
標準装備しています。 

［パワーイニシャル・OFF］ 
選択時 

電源スタンバイの 
状態 

電源供給（ON） 

［パワーイニシャル・６］ 
選択時 

ＤＶ ＳＥＬＥＣＴ １  ２  ３ 
ＩＮＨＩＢＩＴ 
ＬＯＣＫ 

ＩＮＰＵＴ ＳＥＬＥＣＴ  ６ 

ＤＶ ＳＥＬＥＣＴ １  ２  ３ 
ＩＮＨＩＢＩＴ 
ＬＯＣＫ 

ＩＮＰＵＴ ＳＥＬＥＣＴ  8

［パワーイニシャル・8］ 
選択時 



  

 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

　  

 

 

　  

　 　  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

  
 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
　  

 
 


